




















































































　BMI の改善推移を図?に示す。学生自身の Fitbit と本システムから得られた





















































































awake.m、就寝時間 bedtime.m、および睡眠の質を示す shallow.m のみを説明
変数として抽出し、作成した散布図行列が図₁₁である。
　この相関関係の作成に使ったデータの中から特異値を除外するために図₁₂左
上に位置する Residuals vs Fitted（データの当てはまりが悪いデータにラベル表示）
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